
ふるさとづくり寄附金（ふるさと納税）について！
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多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
多

く
の
寄
附
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■寄附をいただいた事業別一覧

事　業　名 寄附件数 寄附金額

魅力ある大学づくり事業 66 件 1,010,000 円

産業活性化事業 47 件 590,000 円

地球温暖化防止事業 37 件 450,000 円

地域活性化事業 88 件 3,150,000 円

市長おまかせメニュー 214 件 2,930,000 円

合　　　計 452 件 8,130,000 円

つる市政 Topics

病院事業の業務状況 平成29年3月31日現在
　地方公営企業法第40条の 2の規定により都留市病院事業の業務状況を次のとおり公表します。

1　患者状況（病院）
外　来 入　院

上半期計 53,777 人 14,716 人
下半期計 52,799 人 14,300 人
年間計 106,576 人 29,016 人

2　入所状況（老健）
入　所 通　所

上半期計 15,367 人 1,222 人
下半期計 16,556 人 1,145 人
年間計 31,923 人 2,367 人

3　事業収益の状況
収入済額

医業収益 年間計 2,213,184,184円
介護老人保健事業収益 年間計 419,325,702円

事業収益年間計 2,632,509,886円

上水道の業務状況 平成29年3月31日現在
　地方公営企業法第40条の 2の規定により都留市水道事業の業務状況を次のとおり公表します。

収入済額
上半期計 116,575,016円
下半期計 113,630,275円
年間計 230,205,291円

1　水道料金の状況

配水量 1日平均配水量 有収水量
上半期計 1,787,503㎥ 9,768㎥ 1,175,051㎥
下半期計 1,856,844㎥ 10,202㎥ 1,251,792㎥
年間計 3,644,347㎥ 9,985㎥ 2,426,843㎥

2　給水状況

平成28年度の財政状況を公表します 　この公表は、地方自治法第243条の３第１項及び都留市
財政状況の作成及び公表に関する条例の規定に基づき、市
民の皆さまに本市の財政状況をお知らせすることによっ
て、市財政についてご理解をいただき、市政の発展につい
てのご助言とご協力を得るため、毎年５月と 11月に公表
しているものです。
　今回は、３月31日までの財政状況をお知らせします。

■平成28年度予算執行状況等（平成29年３月31日・単位：千円）

会　　計　　別 予算額
（繰越額含む）

執行額（見込み） 形式収支
A－ B

翌年度に繰越
すべき財源C

実質収支見込
A－B－C歳入 A 歳出 B

一　般　会　計 14,756,478 13,795,111 13,557,134 237,977 37,130 200,847

その他の特別会計 8,943,516 8,645,646 8,434,686 210,960 2,660 208,300
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■市民負担の状況 平成28年度見込（千円）
歳入総額　13,795,111
うち市税　  3,815,950
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■市債の状況 平成28年度見込（千円）
市債残高　12,572,165
公  債  費　   1,220,651
借  入  額　   1,212,429

■基金の状況
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市債管理基金財政調整基金 その他の基金

H28H27H26H25H24

（億円）

財政調整基金
健全な財政運営のため財政の著しい変動に備える積立金
市債管理基金
市債の償還及び適正な管理に必要な財源としての積立金
その他の基金
特定の目的のために資金を積み立てまたは定額の資金を運用するための基金

■市の財産

土地 337万8,326㎡
建物 17万652㎡
有価証券 3,282万9千円

平成28年度見込（千円）
財政調整基金　2,511,458
市債管理基金　　    7,055
その他の基金　5,252,221

つる市政 Topics

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　
の
使
い
道
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

　

昨
年
度
ま
で
に
い
た
だ
い
た
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
寄
附
金
は
、

平
成
28
年
度
に
実
施
さ
れ
た
左
表
の
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事　業　名 使　い　道 充当額

魅力ある大学づくり事業 公立大学法人都留文科大学関係事業 2,250,510 円

産業活性化事業 農産物振興事業 1,135,000 円

地球温暖化防止事業 家中川小水力市民発電所管理運営事業 1,055,000 円

地域活性化事業 まちづくり推進事業 1,505,000 円

（谷の町・史の里事業） 芭蕉の里づくり事業 150,000 円

（都の杜・育みの里事業） 都の杜うぐいすホール管理運営事業 300,000 円

（戸沢の森・和みの里事業） 戸沢の森和みの里管理運営事業 340,000 円

（開の地・木もれ日の里事業） 自然観光管理事業 10,000 円

（鹿留の原・花暦の里事業） 自然観光管理事業 40,000 円

（桂の邑・湧水の里事業） 十日市場・夏狩湧水群管理運営事業 265,058 円

（宝の山・ふれあいの里事業） 宝の山ふれあいの里管理運営事業 100,000 円

（大の原・技研の里事業） 農産物振興事業 10,000 円

（盛の郷・いやしの里事業）
小学校管理運営事業
旭小学校管理事業
旭小学校教育振興事業

5,886,800 円

市長おまかせメニュー すこやか子育て医療費助成事業 7,223,859 円

ふ
る
さ
と
納
税
者
へ
の

『
お
礼
の
品
』を
募
集
し
ま
す
！

　

本
市
の
地
元
産
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
る

産
業
振
興
と『
ふ
る
さ
と
納
税
』の
更
な
る

促
進
を
目
的
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り

寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
市
外
の
方
に
対

し
て
お
礼
の
品
と
し
て
進
呈
す
る
商
品
を

募
集
し
ま
す
。

申
込
方
法

　
『
都
留
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
特
典

（
提
供
商
品
）申
込
書
』に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
い
た
だ
き
、
産
業
課 

商
工
観
光

担
当
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先

　

産
業
課 

商
工
観
光
担
当

　

〒
４
０
２
―
８
５
０
１

　

都
留
市
上
谷
１
―
１
―
１

※
割
引
券
、
施
設
利
用
券
な
ど
で
普
通
郵

便
及
び
メ
ー
ル
便
な
ど
で
送
付
で
き
る
商

品
の
郵
送
料
は
提
供
事
業
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

※『
お
礼
の
品
』に
選
定
さ
れ
た
際
に
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
に
商
品
及
び
企
業

名
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

※
募
集
用
件
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■いただいた寄附の使い道一覧

※このように、皆さまからいただいた「ふるさとづくり寄附金」は、市の様々な事業に使われ
ています。
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つる市政 Topics

　４月２日（日）に谷村第一小学校体育館において、平成
29年度都留市消防団員辞令交付式が行われ、新役員103名、
新人団員50名あわせて 153名に辞令が交付されました。

平成29年度都留市消防団辞令交付式
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ま
た
３
月
31
日
に
は
、
市
長
公
室
に
お

い
て
、
消
防
団
長
法
被
返
納
式
及
び
団
長

辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
渡
邉
団
長
よ
り

市
長
に
団
長
法
被
が
返
納
さ
れ
、
平
井
政

司
さ
ん
に
都
留
市
消
防
団
長
の
辞
令
が
交

付
さ
れ
、
団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
及
び

可
搬
式
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
貸
与

　

３
月
22
日
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載

車
を
谷
村
第
一
分
団
第
13
部（
川
棚
）、
東

桂
分
団
第
５
部（
沖
）に
貸
与
し
ま
し
た
。

　

こ
の
積
載
車
に
は
最
新
鋭
の
高
出
力
ポ

ン
プ
が
装
備
さ
れ
、
火
災
の
消
火
ば
か
り

で
な
く
、
災
害
警
戒
活
動
や
火
災
予
防
の

広
報
活
動
な
ど
消
防
団
員
の
要
望
に
充
分

応
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。
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